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会優秀論文発表A賞（IEEJ Excellent Presentation Award）」を受賞している。また IEEE Engineering in 
Medicine & Biology Society が主催する査読付き国際学会、及び Society for Neuroscience annual meeting
などのその他関連学会においても、６件の英文プロシーディングスの筆頭執筆及び本人筆頭発表を行ってお
り、審査委員会は申請者が十分な英語運用能力を持つと判断した。 
　審査委員会は本論文の内容を中心に審査会を開き、また公開の論文発表会を行い、申請者が論文内容およ
び関連する分野について十分な理解と学識を有していること、さらに、将来の研究遂行について十分な能力
を有していることを確認した。よって審査委員会は、本論文提出者である伊東 嗣功 氏が博士（理学）の学
位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する。
